
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
牽引車により牽引走行されて、地表面に散在している樹木の枝条、葉等の枝条類を破砕し
て、その破砕片を他のゴミ類と一緒にして、前記牽引車に搭載されているゴミ収容箱内に
吸引回収する構成の地表面清掃機であって、
下面が清掃開口となって機体に一体に装着されたケーシング内に配設された回転ブラシと
、
ハンマー軸に多数のハンマーナイフが取付けられて、前記ケーシング内において前記回転
ブラシの前方に配設されたハンマーナイフ回転体と、
前記ケーシング内に吸引気流を発生させるために、その上部に接続して装着されたブロワ
ー装置とを備え、
前記ハンマーナイフ回転体の高速アッパー回転により地表面に散在している枝条類を破砕
すると共に、前記回転ブラシの同様の回転により、破砕ゴミを含むゴミ類を上方に掬い上
げて、前記ブロワー装置の吸引力により、枝条類の破砕片とゴミ類とを一緒にして、可撓
ダクトを介して牽引車のゴミ収容箱内に回収する構成であることを特徴とする地表面清掃
機。
【請求項２】
機体は、高さが調整可能な一対の前輪と一対の後輪を備えていて、清掃時における回転ブ
ラシ及びハンマーナイフ回転体の地表面からの高さが調整可能になっていることを特徴と
する請求項１に記載の地表面清掃機。
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【請求項３】
ハンマーナイフ回転体の最下部は、回転ブラシのそれよりも僅かに高いことを特徴とする
請求項１に記載の地表面清掃機。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、牽引車により牽引走行されて、地表面に散在している樹木の枝条、葉等の枝条
類を破砕して、その破砕片を他のゴミ類と一緒にして、前記牽引車に搭載されているゴミ
収容箱内に吸引回収する構成の地表面清掃機に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
芝生面を清掃する芝生面清掃機の一つとして、機体に一体に装着されたケーシング内に回
転ブラシが取付けられて、このケーシングの上方にブロワー装置が装着されて、牽引車に
よって牽引走行しながら、前記回転ブラシによって芝生面に散在しているゴミ類、或いは
芝生内に喰い込んでいる枯草類を掻き出して、前記ブロワー装置により吸引すると共に、
前記牽引車に搭載されている集草箱内に送り込んで、芝生面を清掃する構成のものがあり
、ゴルフ場等の芝生面の清掃に多用されている。
【０００３】
上記構成の芝生面清掃機では、回転ブラシにより、芝生面に散在しているゴミ類、或いは
芝生内に喰い込んでいる枯草類は掻き出されるが、周辺の樹木から折り取られた枝条、葉
等の枝条類が芝生面に散在している様な場合には、この枝条類は、人手によって取り除く
必要があって、前記芝生面清掃機のみでは、清掃の全てを行えない。
【０００４】
また、台風の多発地においては、台風通過時において樹木の枝条が折り取られたり、多数
の葉がその周辺に飛散するため、この枝条類の回収と清掃とに多大の労力を要している。
特に、多数の樹木を有する観光地の公園等においては、台風発生後において、公園内、或
いはその周辺の道路に樹木の枝条類が飛散して、その景観が害されるために、これらを即
座に回収して、景観の修復を行う必要がある。また、台風の発生の都度、飛散した枝条、
葉等の回収を行う必要があって、多くの労力を要しているのが実情である。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は、上記した芝生面清掃機の改良によって、地表面に散在している枝条類を破砕し
て、他のゴミ類と一緒に回収可能にして、地表面を清掃できる清掃機の提供を課題として
いる。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
この課題を解決するための本発明は、牽引車により牽引走行されて、地表面に散在してい
る樹木の枝条、葉等の枝条類を破砕して、その破砕片を他のゴミ類と一緒にして、前記牽
引車に搭載されているゴミ収容箱内に吸引回収する構成の地表面清掃機であって、下面が
清掃開口となって機体に一体に装着されたケーシング内に配設された回転ブラシと、ハン
マー軸に多数のハンマーナイフが取付けられて、前記ケーシング内において前記回転ブラ
シの前方に配設されたハンマーナイフ回転体と、前記ケーシング内に吸引気流を発生させ
るために、その上部に接続して装着されたブロワー装置とを備え、前記ハンマーナイフ回
転体の高速アッパー回転により地表面に散在している枝条類を破砕すると共に、前記回転
ブラシの同様の回転により、破砕ゴミを含むゴミ類を上方に掬い上げて、前記ブロワー装
置の吸引力により、枝条類の破砕片と、他のゴミ類とを一緒にして、可撓ダクトを介して
牽引車のゴミ収容箱内に回収する構成を、その特徴としている。
【０００７】
ケーシング内に配設された回転ブラシとハンマーナイフ回転体とをそれぞれ高速アッパー
回転させると共に、ブロワー装置を作動させて、前記ケーシング内に吸引気流を生じさせ

10

20

30

40

50

(2) JP 3585721 B2 2004.11.4



た状態にして、枝条類が散在している芝生面等の地表面において牽引車により清掃機を牽
引走行させると、ハンマーナイフ回転体の高速アッパー回転によって枝条類が細かく破砕
された直後に、この破砕片は、当該部分に及んでいる吸引気流に吸引される。また、枝条
類が破砕されることにより発生する破砕ゴミは、他のゴミ類と一緒になって回転ブラシの
高速アッパー回転により上方に掬い上げられて、この部分に及んでいる吸引気流に吸引さ
れる。このようにして、枝条類の破砕片と、他のゴミ類とは、ケーシング内に及んでいる
吸引気流に吸引されて、ブロワー装置の部分を通った後に、その送風圧により可撓ダクト
を通って、牽引車に搭載されているゴミ収容箱内に送り込まれて回収される。
【０００８】
【発明の実施の形態】
以下、実施例を挙げて本発明を更に詳細に説明する。図１は、使用状態における本発明に
係る地表面清掃機Ａを斜後方から見た斜視図であり、図２は、この地表面清掃機Ａを斜前
方から見た斜視図であり、図３は、地表面清掃機Ａの側面図であり、図４は、同じく平面
図であり、図５は、ハンマーナイフ回転体Ｈを主体に示す地表面清掃機Ａの正面図であり
、図６は、動力伝達系統を示す正面図であり、図７は、同じく側面図であり、図８は、地
表面清掃機Ａの清掃作用の説明図である。本発明に係る地表面清掃機Ａは、牽引車Ｐ（実
施例では小型トラック）により牽引されて走行して、芝生面等の地表面に散在している枝
条類を小片に破砕して、他のゴミ類と一緒に吸引回収する構成であって、フレーム状の機
体１に、回転ブラシＢ、ハンマーナイフ回転体Ｈ及びブロワー装置Ｃとが装着されている
。
【０００９】
図１ないし図４に示されるように、フレーム状の機体１の前部両端には、一対の前輪２が
該機体１に対する取付高さが調整可能となって取付けられている。即ち、下端部に前輪２
が取付けられている前輪支持体３のロッド３ａが、機体１の前部両端に設けられたガイド
筒４に挿通されて、連結ピン（図示せず）を介してガイド筒４に対して前輪支持体３のロ
ッド３ａが連結されており、ガイド筒４に対するロッド３ａの連結位置を調整することに
より、機体１に対する前輪２の高さが定められる。また、機体１の前後方向の中央部から
やや後方の部分の両端部には、一対の後輪５が取付けられている。
【００１０】
図３及び図４に示されているように、機体１の後部には、回動軸６が回動可能になって該
機体１の幅方向に沿って支持され、該回動軸６の両端部に前方に向けて後輪取付アーム７
がそれぞれ一体に固着されて、各後輪取付アーム７に前記後輪５が取付けられている。機
体１の後端部のブラケット８には、調整パイプ９が回動可能に支持されていて、該調整パ
イプ９の先端部には、引きパイプ１１の一部が挿通されて、該引きパイプ１１は、回転ハ
ンドル１２により前記調整パイプ９に内装されたねじロッド（図示せず）を回転させるこ
とにより、調整パイプ９に対して出入りする構成になっている。また、引きパイプ１１の
先端部は、前記回動軸６に固着されたブラケット１３に連結されている。このため、図９
に示されるように、回転ハンドル１２の回転により、調整パイプ９に対して引きパイプ１
１を出入りさせると、回動軸６が回動されて、その両端部に後輪取付アーム７を介して取
付けられている各後輪５が、機体１に対して昇降して、その高さが調整される構造になっ
ている。なお、図９において、二点鎖線で示される状態は、機体１に対して後輪５が下が
った非作業状態を示し、一点鎖線で示される状態は、機体１に対して後輪５が上がった作
業状態を示す。
【００１１】
また、図３、図４及び図８に示されるように、機体１には、下面が清掃開口となった主ケ
ーシング１４が取付けられている。この主ケーシング１４は、機体１の上部に大きく突出
した形状となっていて、その幅方向の中央部は、最も高い位置に設けられて、ブロワー装
置Ｃのブロワーケーシング１５との連結部１４ａとなっている。
【００１２】
また、図８に示されるように、前記主ケーシング１４内における前記後輪５の直前の部分
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には、回転ブラシＢが配設されて、そのブラシ軸１０の両端部が機体１の幅方向の両端の
側枠材１ａから垂設された支持板（図示せず）に支持され、主ケーシング１４内における
回転ブラシＢの直前には、ハンマーナイフ回転体Ｈが配設されている。回転ブラシＢは、
ブラシ軸１０に多数のブラシ毛１６が軸方向の全長に亘って放射方向に取付けられ、その
高速アッパー回転により芝生面に散在しているゴミ類を上方に掬い上げたり、或いは芝生
内に喰い込んでいる枯草類を掻き出して上方に掬い上げたりする構成である。一方、ハン
マーナイフ回転体Ｈは、図５、図８及び図１１に示されるように、そのハンマー軸１７の
両端部が機体１の前記側枠材１ａに垂設された支持板１８に支持されて、該ハンマー軸１
７に軸方向に沿って所定間隔をおいて円板状をした多数のナイフ取付板１９が固着され、
各ナイフ取付板１９にそれぞれ複数のハンマーナイフ２１が取付けられた構成である。こ
のハンマーナイフ２１は、その基端部が連結ピン２２を介してナイフ取付板１９に回動可
能に連結され、ハンマー軸１７の高速アッパー回転による遠心力により放射方向を向くと
共に、樹木の枝条類Ｓ（図１及び図８参照）に衝突すると、ナイフ取付板１９に対してハ
ンマーナイフ２１が回動して、該枝条類Ｓを衝撃力により破砕する構成である。
【００１３】
また、ブロワー装置Ｃは、ブロワーケーシング１５内に水平回転軸２４を中心に回転する
ブロワー羽根２５が配設され、該ブロワー羽根２５の回転により、前記主ケーシング１４
内に吸引気流を生じさせると同時に、ブロワーケーシング１５の上部に接続されたブロワ
ー側連結パイプ２６（図１及び図２参照）内に送風気流を生じさせる構成である。前記ブ
ロワー側連結パイプ２６は、機体１の前方に向けてわん曲されている。
【００１４】
また、図３及び図４に示されるように、機体１の前枠材１ｂの中央部には、前方に向けて
被牽引ブラケット２７が設けられ、該被牽引ブラケット２７に牽引棹２８の基端部が連結
ピン２９を介して連結されて、該牽引棹２８の先端部は、使用状態においてほぼ水平とな
るようにわん曲された連結部２８ａとなっており、該牽引棹２８は、その先端の連結部２
８ａの部分において、小型トラックから成る牽引車Ｐの後部に装着された連結具Ｄに連結
される。この連結具Ｄは、図１０に示されるように、牽引車Ｐの荷台３０の後板３０ａに
固定具３１及び固定バー３２を介して固定される。そして、前記牽引棹２８の連結部２８
ａに設けられた連結環２８ｂが連結ピン４０を介して前記連結具Ｄに連結される。連結具
Ｄに対する牽引棹２８の連結状態においては、該牽引棹２８は、上下及び左右に自在に回
動し得るため、旋回時、或いは傾斜地走行時においても、清掃機Ａは、支障なく牽引され
る。これにより、地表面清掃機Ａは、その機体１が一対の前輪２と一対の後輪５とで支持
された状態で、牽引車Ｐに牽引されて芝生面等を走行する。また、図１に示されるように
、牽引車Ｐである小型トラックの荷台３０には、幌状のゴミ収容箱３３が搭載されていて
、該ゴミ収容箱３３の後面には、収容箱側連結パイプ３４が取付けられていて、該収容箱
側連結パイプ３４と、ブロワーケーシング１５に連結された前記ブロワー側連結パイプ２
６とは、可撓ダクト３５を介して連結されている。
【００１５】
なお、ブロワー装置Ｃのブロワー羽根２５を取付けている羽根取付板３６の背面側には、
多数の可動刃（図示せず）が取付けられていると共に、ブロワーケーシング１５の背面側
にホッパー３７が取付けられていて、前記ハンマーナイフ回転体Ｈでは破砕されない程の
大きな枝条を前記ホッパー３７から投入して、前記可動刃と、これに対応する固定刃（図
示せず）とによって、大きな枝条を破砕できる構成になっている。また、図８に示される
ように、主ケーシング１４の上端部の連結部１４ａの前面には、吸引ホース（図示せず）
を連結するためのホース連結パイプ３８が設けられていると共に、主ケーシング１４の連
結部１４ａの内部には、閉塞板３９が回動可能に設けられていて、該閉塞板３９によりホ
ース連結パイプ３８の部分を閉塞すると、主ケーシング１４内に吸引気流が及び、該閉塞
板３９により主ケーシング１４の上端連結口１４ｂを閉塞すると、ホース連結パイプ３８
に連結された吸引ホースの部分に吸引気流が及ぶようになっている。吸引ホースに吸引気
流を及ぼさせることにより、清掃機Ａの走行できない部分の清掃を可能にしている。
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【００１６】
また、機体１の後部には、エンジンＥが搭載され、その動力によって、該機体１に装着さ
れている前記回転ブラシＢ、ハンマーナイフ回転体Ｈ及びブロワー装置Ｃが駆動され、こ
の駆動系統について簡単に説明する。図４、図６及び図７において、エンジンＥの駆動軸
４１は、機体１の幅方向に沿っていて、該駆動軸４１に２つのプーリー４２，４３が取付
けられ、ブロワー装置Ｃの背面側に設置されたベベルギアー装置４４の一方のベベルギア
ー４５のギアー軸４５ａにプーリー４６が取付けられ、該プーリー４６と前記プーリー４
２との間にベルト４７が掛装されて、ベベルギアー装置４４の他方のベベルギアー４８の
ギアー軸４８ａが、ブロワー装置Ｃの水平回転軸２４となっていて、該水平回転軸２４に
前記ブロワー羽根２５が取付けられ、エンジンＥの動力が上記伝達経路を経て、前記ベベ
ルギアー４８に伝達されて、ブロワー羽根２５が高速回転する。
【００１７】
また、機体１には、中間軸４９がその幅方向に設けられて、該中間軸４９の一端に取付け
られたプーリー５１と、前記駆動軸４１に取付けられた他方のプーリー４３との間にベル
ト５２が掛装されている。また、中間軸４９の他端には、２つのプーリー５３，５４がそ
れぞれ取付けられ、回転ブラシＢのブラシ軸１０に取付けられたプーリー５５と、前記プ
ーリー５３との間にベルト５６が掛装されていると共に、ハンマーナイフ回転体Ｈのハン
マー軸１７に取付けられたプーリー５７と、前記プーリー５４との間にベルト５８が掛装
され、エンジンＥの動力が中間軸４９を介して回転ブラシＢ及びハンマーナイフ回転体Ｈ
に伝達されて、これらが高速アッパー回転する。
【００１８】
また、エンジンＥの動力をベベルギアー装置４４及び中間軸４９に伝達するための各ベル
ト４７，５２は、それぞれテンションローラ５９，６１によってテンションが加えられて
、動力伝達可能になっていて、各テンションローラ５９，６１は、個別のクラッチ６２，
６３により移動させられて、動力の伝達、及びその遮断が行われる構成になっている。
【００１９】
引き続いて、上記清掃機Ａを使用して、樹木の枝条類Ｓが散在している芝生面Ｌを清掃す
る作用について説明する。まず、上記した各方法によって、前輪２と後輪５とのそれぞれ
の機体１に対する高さ調整を行って、回転ブラシＢ及びハンマーナイフ回転体Ｈの芝生面
Ｌからの最適な位置を選択する。この場合において、ハンマーナイフ回転体Ｈは、芝生面
Ｌに散在している枝条類Ｓを破砕する機能を有し、回転ブラシＢは、芝生面Ｌの上に散在
しているゴミ類、或いは芝生内に喰い込んでいる枯草類Ｕを上方に掬い上げる機能を有す
るために、図８に示されるように、回転ブラシＢは、そのブラシ毛１６が芝生内に入り込
むようにする必要があり、ハンマーナイフ回転体Ｈは、そのハンマーナイフ２１の先端部
が芝生の表層に接触する程度にする必要がある。このため、ハンマーナイフ回転体Ｈの最
下部は、回転ブラシＢのそれよりも僅かに高くなる。
【００２０】
また、各クラッチ６２，６３を作動させて、エンジンＥの動力を回転ブラシＢ及びハンマ
ーナイフ回転体Ｈに伝達させて、これらを高速アッパー回転させると共に、その動力をブ
ロワー装置Ｃに伝達させて、そのブロワー羽根２５を高速回転させて、主ケーシング１４
内に吸引気流を生じさせると同時に、ブロワー側連結パイプ２６の側に送風気流を生じさ
せる。ここで、ハンマーナイフ回転体Ｈは、３１００ｒｐｍ　程度で回転して、その外周
部の周速度は、５０ｍ／ｓｅｃ　程度が好ましい。一方、回転ブラシＢは、８００ｒｐｍ
　程度で回転して、その外周部の周速度は、１３ｍ／ｓｅｃ　程度であることが好ましい
。なお、図８に示されるように、閉塞板３９は起立させられて、ホース連結パイプ３８の
基端開口は、閉塞されて、主ケーシング１４の下端の清掃開口の部分に吸引気流が及ぶよ
うになっている。
【００２１】
そして、図１及び図８に示されるように、牽引車Ｐにより清掃機Ａを低速度で牽引走行さ
せると、芝生面Ｌに散在している枝条類Ｓは、高速アッパー回転しているハンマーナイフ
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回転体Ｈの多数のハンマーナイフ２１が衝撃的に衝突することにより、小片に破砕されて
、上方に持ち上げられる。このハンマーナイフ回転体Ｈと回転ブラシＢとは、いずれも吸
引気流が及んでいる主ケーシング１４内に配設されているために、ハンマーナイフ２１に
より破砕された枝条類Ｓの破砕片Ｓａは、前記吸引気流により主ケーシング１４の上方に
吸引されて、ブロワー装置Ｃの部分を通過した後に、送風気流によって、ブロワー側連結
パイプ２６の側に送り込まれる。
【００２２】
一方、芝生面Ｌに散在している一般ゴミ類Ｔ、或いは芝生内に喰い込んでいる枯草類Ｕは
、更には、ハンマーナイフ回転体Ｈの前記破砕作用により生じた破砕ゴミ等は、回転ブラ
シＢの高速アッパー回転によって上方に掬い上げられて、主ケーンシグ１４内に及んでい
る吸引気流により上方に吸引されて、ブロワー装置Ｃの部分を通過した後に、送風気流に
よって、ブロワー側連結パイプ２６の側に送り込まれる。この回転ブラシＢによる芝生面
Ｌの清掃作用と、ハンマーナイフ回転体Ｈによる枝条類Ｓの破砕作用とは、同時に行われ
るために、枝条類Ｓの破砕片Ｓａと、他のゴミ類とは、一緒になって主ケーシング１４の
上方に吸引される。
【００２３】
そして、ブロワー装置Ｃの送風気流によって、該ブロワー装置Ｃの部分を通過した枝条類
Ｓの破砕片Ｓａ及び他のゴミ類は、可撓ダクト３５を通って、牽引車Ｐの荷台３０に搭載
されたゴミ収容箱３３内に収容される。なお、地表面清掃機Ａの非作業時には、図９で二
点鎖線で示されるように、回転ハンドル１２の操作によって、機体１に対する後輪５の高
さを低くして、回転ブラシＢが地表面に接触しない状態で路面等を走行させる。
【００２４】
また、上記実施例では、周辺の樹木の枝条類Ｓが折り取られて散在している芝生面Ｌの清
掃について説明したが、例えば、台風後において、路面に飛散している枝条類を破砕して
、この路面の清掃を行う場合においても、利用可能であって、その用途は、地表面清掃機
Ａが走行可能である限り、如何なる地表面の清掃もできる。
【００２５】
【発明の効果】
本発明に係る地表面清掃機は、吸引気流が及ぶケーシング内に回転ブラシとハンマーナイ
フ回転体とを、該機体の後方からこの順序で配設して、地表面に散在している枝条類をハ
ンマーナイフ回転体の高速アッパー回転により破砕しながら、回転ブラシの同様の回転に
より、地表面のゴミ類を吸引回収する構成であるので、地表面に散在している枝条類を手
作業により回収することなく、小片に破砕して、他のゴミ類と一緒に吸引回収できる。こ
のため、枝条類が散在している地表面の清掃を効率的に行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】使用状態における本発明に係る地表面清掃機Ａを斜後方から見た斜視図である。
【図２】地表面清掃機Ａを斜前方から見た斜視図である。
【図３】地表面清掃機Ａの側面図である。
【図４】同じく平面図である。
【図５】ハンマーナイフ回転体Ｈを主体に示す地表面清掃機Ａの正面図である。
【図６】正面視における動力伝達系統図である。
【図７】側面視における動力伝達系統図である。
【図８】地表面清掃機Ａの清掃作用の説明図である。
【図９】機体１に対して後輪５が昇降する作用を示す図である。
【図１０】地表面清掃機Ａの牽引棹２８の先端部を牽引車Ｐに連結している部分の拡大斜
視図である。
【図１１】図８のハンマーナイフ回転体Ｈの部分の拡大図である。
【符号の説明】
Ａ：地表面清掃機
Ｂ：回転ブラシ
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Ｃ：ブロワー装置
Ｈ：ハンマーナイフ回転体
Ｐ：牽引車
Ｓ：枝条類
Ｓａ：枝条類の破砕片
Ｔ：一般ゴミ類
Ｕ：枯草類
１４：主ケーシング（ケーシング）
１７：ハンマー軸
３３：ゴミ収容箱
３５：可撓ダクト
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】
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